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 主・神・我が救世主 

イイスス・ハリストスの降誕祭 

『ハリストス我が神よ、爾の降誕は世界に知恵の光を照らせり、 

此れによりて星に勤むる者は星に教えられて、 

爾義の日を拝み、爾上よりの東を覚れり。主よ光栄は爾に帰す』 
 

 東方の三人の博士は夜空に輝く「星」に導かれ旅をし、ヴィフレ

エムの洞(家畜小屋)に着き、降誕された幼子イイススを拝し三つの

贈物を献じた。神を称えて焚く乳香、人として埋葬を表す没薬、

世々の王たる尊厳を表す黄金である。神によって真理を理解するこ

とを得た賢い三人の博士は、自らの信仰を贈物によって示した。 

 降誕祭のイコンには、洞に置かれた飼い葉桶が石の棺で描かれる

ことが多い。これは神の子の降誕の目的、死からの復活による人類

の救済を示すものであり、人の虚栄心の墓としている。私達のなか

にある腐敗した良心や罪悪を洞に運ぶことによって、飼い葉桶は痛

悔する者の救いの墓となる。私達は『悪事について幼子』となると

き心を入れかえて幼子のようになり、幼子イイススが成長されたよ

うに私たちも主と共に成長するのである。『ハリストスは私達の平

和。ふたつのものを一つに

し、御自分の肉において敵

意という隔ての壁を取り壊

した』（エフェス2:14）。 

 降誕祭を迎え、私達は歓

びをもって神使と共に神を

讃美し、神の愛に応え、痛

悔の心をもって眞の生命の

「道」を歩む信仰者となり

ましょう。 
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セラフィム府主教座下の着座式及び祝賀会 10/22 東京      

白クロブーク、水色マンティヤと権杖を持つセラフィム府主教座下 

 

東
京
の
大
主
教
及
び
全
日
本
の
府
主
教
と
な
ら
れ
た
セ

ラ
フ
ィ
ム
座
下
の
着
座
式
は
、
10
月
22
日
㈰
に
東
京
復

活
大
聖
堂
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
正
教
会
渉
外
局
長
府
主
教

ア
ン
ト
ニ
イ
座
下
を
招
い
て
、
駐
日
ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ
と
全

国
の
神
品
、
信
徒
代
表
ら
が
集
ま
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
。 

 

聖
体
礼
儀
の
中
で
、
至
聖
所
の
高
座
に
着
座
さ
れ
た
府

主
教
座
下
に
、
総
主
教
聖
下
の
贈
り
物
と
し
て
十
字
架
と

首
座
主
教
位
を
象
徴
す
る
二
つ
の
パ
ナ
ギ
ヤ
が
掛
け
ら
れ

た
。
ま
た
、
聖
体
礼
儀
後
に
は
府
主
教
位
を
示
す
白
ク
ロ

ブ
ー
ク
、
青
い
マ
ン
テ
ィ
ヤ
と
権
杖
が
授
与
さ
れ
、
総
主

教
聖
下
と
教
職
者
代
表
と
し
て
マ
ル
コ
小
池
宗
務
総
局
長

か
ら
祝
辞
が
披
露
さ
れ
た
。
セ
ラ
フ
ィ
ム
府
主
教
座
下
は

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
、
府
主
教
座
下
と
新
体
制

で
臨
む
教
会
の
幾
歳
も
を
皆
で
祈
願
し
た
。 

高座に着座されるセラフィム座下 

日本ハリストス正教会教団所有（撮影：中西裕人）  

全国の神品と共に行われた聖体礼儀 
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祝
賀
会
は
、
着
座
式
後
に
如
水
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
一
橋
）

に
て
、
ア
ン
ト
ニ
イ
府
主
教
座
下
、
ロ
シ
ア
代
理
大
使
、
ル
ー
マ
ニ

ア
正
教
会
駐
日
代
表
部
や
イ
エ
ズ
ス
会
な
ど
他
教
派
の
代
表
な
ど
を

来
賓
と
し
て
招
い
て
行
わ
れ
た
。
来
賓
の
挨
拶
後
に
マ
ル
コ
小
池
宗

務
総
局
長
の
発
声
に
よ
る
乾
杯
で
始
ま
っ
た
祝
賀
会
は
、
新
首
座
主

教
着
座
の
安
堵
と
慶
び
に
満
ち
た
会
と
な
り
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
府
主
教

座
下
も
多
く
の
参
加
者
と
親
し
く
懇
談
さ
れ
た
。 

 

会
場
で
は
、
仙
台
の
マ
ト
ロ
ナ
土
田
み
つ
姉
と
母
の
ハ
リ
サ
宇
快

姉
の
祝
意
を
こ
め
た
ピ
ア
ノ
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
慶
び
の
宴
に
花
を

添
え
た
。
最
後
に
セ
ラ
フ
ィ
ム
府
主
教
座
下
へ
お
祝
い
と
花
束
が
贈

ら
れ
る
と
、
府
主
教
座
下
は
答
辞
を
述
べ
ら
れ
、
併
せ
て
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
も
豊
か
な
信
仰
を
育
む
よ
う
励
ま
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
新
首
座
主
教
の
門
出
を
祝
う
会
は
和
や
か
な
う
ち
に
終
え
た
。 

イエズス会角田神父様 オヴェチコ代理大使 

祝賀会の乾杯 

アントニイ府主教座下のご祝辞 

お祝いの贈呈 マトロナ姉のピアノ演奏 

セラフィム府主教座下の答辞 
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▲セラフィム大主教座下ご司祷による埋葬式 

尊貴なる東京の大主教・全日本の府主教ダニイル座下ご永眠 8/10 
 

日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
首
座
で
あ
る
尊
貴
な

る
東
京
の
大
主
教
・
全
日
本
の
府
主
教
ダ
ニ
イ
ル
座

下
（
84
歳
）
が
、
8
月
10
日
午
後
10
時
32
分
、
緊

急
搬
送
さ
れ
た
杏
雲
堂
病
院
で
間
質
性
肺
炎
に
よ
る

呼
吸
不
全
の
た
め
に
ご
永
眠
さ
れ
た
。
ダ
ニ
イ
ル
府

主
教
座
下
は
昭
和
46
年
司
祭
に
、
平
成
11
年
に
主

教
に
叙
聖
さ
れ
、
翌
12
年
に
全
日
本
の
府
主
教
と

な
り
、
以
来
23
年
間
に
わ
た
り
日
本
正
教
会
を
導

か
れ
た
。
今
回
の
ご
永
眠
を
受
け
て
、
日
本
ハ
リ
ス

ト
ス
正
教
会
「
憲
法
」
第
9
条
に
則
り
、
仙
台
の

大
主
教
及
び
東
京
の
副
主
教
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
が
首

座
主
教
代
理
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
が
、
8
月
11
日

付
で
通
達
さ
れ
た
。 

 

主
教
埋
葬
式
は
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
ご
司

祷
に
よ
り
、
8
月
16
日
㈬
、
17
日
㈭
に
東
京
復
活

大
聖
堂
に
お
い
て
教
団
葬
と
し
て
行
わ
れ
、
横
浜
外

人
墓
地
の
主
教
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
葬
儀
は
キ
リ

ル
総
主
教
聖
下
ご
了
解
の
下
、
外
国
か
ら
の
弔
問
団

を
招
待
せ
ず
、
ま
た
交
通
機
関
の
繁
忙
期
と
台
風
の

影
響
等
を
考
慮
し
、
三
主
教
区
宗
務
局
長
、
東
京
復

活
大
聖
堂
、
駐
日
ポ
ド
ヴ
ォ
リ
エ
の
神
品
教
役
者
及

び
大
主
教
座
下
指
名
の
司
祭
の
陪
祷
の
み
で
執
り
行

わ
れ
た
。 

 

ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
永
遠
の
安
息
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
遠
の
記
憶 

▲弔辞を述べられる大主教座下 

▲陪祷した神品らによって棺は聖堂を巡った 
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臨時公会の開催  9/28 東京      

▼公会後にダニイル府主教40日祭パニヒダを献じた 

 

8
月
の
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
急
逝
を
受
け
て
9
月

28
日
㈭
に
新
し
い
首
座
主
教
を
選
立
す
る
臨
時
公
会
が
招
集

さ
れ
、
全
会
一
致
で
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
を
首
座
主
教

と
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
正
教
会
と
の
公
文

（
ト
モ
ス
）
の
規
定
に
よ
り
、
直
ち
に
モ
ス
ク
ワ
の
キ
リ
ル

総
主
教
聖
下
に
報
告
さ
れ
、
同
日
付
で
「
日
本
自
治
正
教
会

の
教
会
法
的
地
位
に
関
す
る
ト
モ
ス
に
の
っ
と
り
、
ま
た
貴

座
下
を
東
京
の
大
主
教
お
よ
び
全
日
本
の
府
主
教
に
選
立
す

る
と
い
う
日
本
自
治
正
教
会
公
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
貴
座

下
を
日
本
自
治
正
教
会
首
座
主
教
と
し
て
承
認
し
、
日
本
に

お
け
る
正
教
の
牧
群
の
霊
的
利
益
の
た
め
に
、
神
の
栄
光
の

た
め
の
貴
座
下
に
よ
る
首
座
主
教
と
し
て
の
任
務
を
祝
福
す

る
」
と
、
新
首
座
任
命
の
祝
福
と
辞
令
が
表
明
さ
れ
た
。 
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全 国 公 会  7/8-9 東京      
 

7
月
8
日
㈯
、
9
日
㈰
の
両
日
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
で
全
国
公
会
が

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
規
模
で
開
催
さ
れ
た
。
諸
活
動
や
財
務
の
報
告

は
例
年
通
り
行
わ
れ
、
加
え
て
、
賃
貸
物
件
を
購
入
し
新
た
な
事

業
収
入
を
得
て
、
教
団
財
政
の
一
助
と
な
す
こ
と
や
、
九
州
地
区

の
管
轄
区
の
再
編
や
新
規
土
地
購
入
の
援
助
を
教
団
と
し
て
行
う

こ
と
、
ま
た
、
教
団
出
版
物
の
外
販
に
初
め
て
取
り
組
む
こ
と
な

ど
、
積
極
的
な
施
策
も
承
認
さ
れ
た
。 

 

会
期
中
、
二
人
の
誦
経
者
の
祝
福
、
パ
ウ
ェ
ル
中
西
師
の
金
十

字
架
佩
用
、
イ
ヤ
コ
フ
篠
永
師
の
長
司
祭
昇
叙
、
パ
ウ
ェ
ル
及
川

師
の
ミ
ト
ラ
戴
冠
の
祝
福
、
イ
オ
ア
ン
庄
司
師
の
輔
祭
叙
聖
も
行

わ
れ
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
札
幌
と
北
海
道
の
宣
教
・
牧
会
に
ご

尽
力
さ
れ
た
篠
永
神
父
様
は
7
月
で
休
職
さ
れ
た
。
ま
た
、
修
道

司
祭
ニ
コ
ラ
イ
小
野
師
の
ロ
シ
ア
正
教
会
か
ら
日
本
正
教
会
へ
の

移
籍
が
報
告
さ
れ
た
。 

▲休職される篠永師(右) ▲移籍された小野師(左) 

▲修善寺、柏久保教会の新誦経者祝福 ▲パウェル及川師(左)とパウェル中西師(右) ▲イオアン庄司師の輔祭叙聖 

▲ニコライ会館で開催された公会本会議 
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東日本主教々区「教区会議」6/24-25 仙台      
 

6
月
24
日
㈯
、
25
日
㈰
に
今
年
度
の
教
区
会
議
が
、
仙

台
正
教
会
で
開
催
さ
れ
た
。
24
日
㈯
午
後
1
時
か
ら
教
区
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
教
区
会
議
に
諮
ら
れ
る
議
案
に
つ
い
て

事
前
の
承
認
を
得
た
。
翌
日
に
は
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下

の
ご
司
祷
で
主
日
聖
体
礼
儀
が
行
わ
れ
、
教
区
会
議
参
加
者

と
仙
台
正
教
会
信
徒
と
共
に
参
祷
領
聖
し
た
。 

 

会
議
で
は
業
務
、
財
務
の
諸
報
告
や
次
年
度
業
務
計
画
と

予
算
が
討
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
教
区
セ
ン

タ
ー
建
立
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の
基
金
の
計
画
に
つ
い
て
も

説
明
さ
れ
た
。
会
議
の
最
後
に
は
、
函
館
正
教
会
復
活
聖
堂

の
保
存
修
理
工
事
竣
工
が
報
告
さ
れ
、
管
轄
司
祭
と
執
事
長

は
、
教
区
信
徒
の
励
ま
し
や
ご
加
祷
へ
の
感
謝
と
、
こ
れ
か

ら
も
日
本
正
教
会
発
祥
の
教
会
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
な
が

ら
取
り
組
ん
で
行
く
決
意
が
表
さ
れ
た
。 

▲仙台信徒会館での教区会議(上)と理事会(下) 

▲会議冒頭で訓示を述べられるセラフィム大主教座下 
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恒例の開会のダンス「キャンプだホイ」 

北海道ブロック教会学校宿泊研修会  

キャンプだホイ！in あっさぶ 

  

8
月
2
日
㈬
か
ら
4
日
㈮
の
日
程
で
、
標
記
宿
泊
研
修
会
が
函
館
と
上

磯
正
教
会
が
当
番
と
な
っ
て
、
厚
沢
部
町
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
「
ハ

チ
ャ
ム
の
森
」
に
て
4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
全
道
各
地
か
ら
子
供
5

人
を
含
む
33
名
が
集
ま
っ
て
、
海
、
山
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
ス
イ
カ
割
、
花
火
、
そ
し
て
ミ
ニ
盆
栽
作
り
な
ど
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
行
わ
れ
た
。 

 

こ
の
行
事
の
大
き
な
ね
ら
い
は
、
各
教
会
か
ら
人
々
が
一
堂
に
会
し

て
、
大
人
も
子
供
も
楽
し
い
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
全

体
の
連
帯
感
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
4
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
は
長
か
っ
た

が
、
こ
う
し
て
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
切
に
し
て
き
た
行
事
が
再
開
で
き

た
こ
と
は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
少
子
高
齢
化
は
、
こ
の
よ
う
な
行

事
の
開
催
を
難
し
く
し
て
い
る
が
、
今
年
を
再
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
新
た

に
工
夫
を
加
え
な
が
ら
、
人
々
を
呼
び
込
ん
で

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 

磯遊び トマト収穫 

ミニ盆栽作り 

屋外でバーベキュー 

ハイキング 花火 

スイカ割 
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10
月
8
日
㈰
か
ら
9
日
㈪
に
か
け
て

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
信
徒
懇
親
会
が
行
わ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の
影
響
で
2

0

2

0

年
と
2

0

2

1

年
は
中
止
、
2

0

2

2
年
は
日
帰
り
企
画
と
し
て
実
施

さ
れ
た
た
め
、
宿
泊
を
伴
う
懇
親
会
は
実

に
4
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。 

 

今
年
は
盛
岡
管
轄
区
が
開
催
担
当
と
な

り
、
会
場
は
岩
手
県
八
幡
平
市
の
八
幡
平

ハ
イ
ツ
と
い
う
老
舗
の
ホ
テ
ル
と
な
っ

た
。
当
日
は
受
付
開
始
時
刻
の
前
か
ら

続
々
と
参
加
者
が
到
着
し
、
久
し
ぶ
り
の

懇
親
会
へ
の
意
気
込
み
を
感
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
参
加
者
は
北
は
北
鹿
教
会
か
ら
南
は
仙
台
教

会
ま
で
総
勢
38
名
と
な
り
、
い
つ
も
の
慣
れ
親
し

ん
だ
面
々
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
企
画
へ
の
参
加
は

初
め
て
と
い
う
方
ま
で
幅
広
い
方
々
が
集
ま
っ

た
。 

 

集
合
写
真
の
撮
影
後
、
懇
親
会
の
メ
イ
ン
行
事

で
あ
る
夕
食
会
が
始
ま
っ
た
。
今
回
は
食
事
の

テ
ー
ブ
ル
分
け
を
教
会
毎
で
は
な
く
、
受
付
時
の

く
じ
引
き
で
決
め
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
各
テ
ー

ブ
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
に
各
地
の
教
会
の
信
徒
の
皆
さ

ん
が
混
ざ
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
た
時
、
最
初
は
知
ら
な
い
人
同
士
が
混

ざ
り
合
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
テ
ー
ブ
ル
内
は
盛
り
上

が
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
も
し
た
が
、
始
ま
っ
て
み

れ
ば
そ
の
よ
う
な
心
配
は
全
く
の
杞
憂
で
、
各

テ
ー
ブ
ル
で
親
し
く
会
話
と
交
流
が
行
わ
れ
て
お

り
一
安
心
だ
っ
た
。
食
事
が
落
ち
着
い
て
き
た
こ

ろ
に
余
興
の
ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ
れ
、
東
北
の
各

教
会
の
地
域
に
関
連
し
た
問
題
を
テ
ー
ブ
ル
対
抗

戦
の
形
で
競
っ
た
。
各
地
の
参
加
者
が
各
テ
ー
ブ

ル
に
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
ご
当
地
ク
イ

ズ
の
正
答
率
は
非
常
に
高
く
、
テ
ー
ブ
ル
内
で
の

話
し
合
い
が
活
発
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
。
ク
イ
ズ
の
後
も
ま
だ
ま
だ
熱
気
が
冷
め
や

ら
ぬ
感
じ
で
は
あ
っ
た
が
、
夕
食
会
は
お
開
き
と

な
っ
た
。
翌
朝
は
朝
食
を
食
べ
て
解
散
。
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
帰
路
に
つ
い
た
。 

 

4
年
ぶ
り
の
宿
泊
付
き
の
懇
親
会
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
改
善
点
、
反
省
点
も
あ
っ
た
が
、
信
徒

間
の
交
流
を
図
る
目
的
は
十
二
分
に
達
成
さ
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
会
が
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
の
今
後
の
発
展
に
繋
が
る
よ
う
祈
っ
て
い
る
。 
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聖歌研修会 北海道・東北 

 

今
年
度
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
聖
歌
研
修
は
、
「
楽
譜
の
読
み
方
」
と

い
う
同
じ
テ
ー
マ
と
内
容
で
場
所
を
変
え
て
実
施
し
た
。
9
月
23
日

㈯
に
は
仙
台
正
教
会
で
、
11
月
23
日
㈭
に
は
盛
岡
正
教
会
で
行
わ

れ
、
仙
台
の
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
師
が
講
師
と
な
っ
た
。
研
修
で
は
、
配
布

資
料
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
駆
使
し
た
説
明
に
よ
っ
て
、

音
階
の
仕
組
み
か
ら
、
音
符
の
長
さ
の
事
、
強
弱
の
記
号
、
速
度
の
示

さ
れ
方
な
ど
楽
譜
を
読
む
た
め
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
正
教
会
聖
歌
の
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
、
ど
う
や
っ
た
ら
音
を
正
確
に

つ
か
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
も
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。 

 
普
段
な
ん
と
な
く
歌
っ
て
い
る
聖
歌
を
、
き
ち
ん
と
楽
譜
を
理
解
し

て
歌
う
こ
と
で
、
よ
り
正
確
で
美
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
狙
い

だ
っ
た
が
、
や
や
難
し
い
内
容
に
最
初
は
参
加
者
も
戸
惑
っ
て
い
る
印

象
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
あ
る
程
度
の
理
解
が
得
ら
れ
た
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
。 

 

9
月
9
日
㈯
、
10
日
㈰
の
両
日
に
札
幌
正
教
会
に
お
い
て
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
聖
歌
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
日
頃
聖
歌
隊
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
代
表
が
集
ま
り
、
講
義
、
実
技
、
討
議
の
内
容
で
研

鑽
を
積
ん
だ
。
聖
歌
隊
の
代
表
と
し
て
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や

悩
み
事
、
目
標
、
次
回
研
修
会
の
内
容
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。 

 

9
月
30
日
㈯
と
10
月
1
日
㈰
に
釧
路
正
教
会
で
各
教
会
の
聖
歌
奉

仕
者
を
集
め
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
義
に
加
え
、
実
技
研
修
は

発
声
練
習
、
課
題
曲
の
確
認
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
作
り
方
な
ど
を
行
い
、

主
日
の
奉
事
で
は
指
揮
な
ど
を
分
担
し
な
が
ら
実
技
に
臨
ん
だ
。 

 

研
修
の
振
り
返
り
で
は
、
参
加
者
一
人
一
人
が
感
想
を
述
べ
な
が

ら
、
研
修
会
に
対
す
る
要
望
や
自
身
の
課
題
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
話

し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
研
修
は
大
変
内
容
の
濃
い
充
実
し
た
も

の
に
な
っ
た
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

聖歌リーダー研修会（札幌） 

聖歌研修会（釧路） 

釧路 

札幌 

仙台 9/23 

盛岡 11/23 
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誦経奉仕者研修会 東北 
 

11
月
3
日
㈮
、
金
成
正
教
会
に
て
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
誦
経
奉
仕
者
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
27

人
が
参
会
し
た
。
発
声
の
仕

方
、
祈
禱
書
の
見
方
の
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
指
導
を
受
け
、
心
得
と
し
て
参
禱

者
の
心
に
静
か
に
届
け
よ
う
と
す
る
こ

と
、
言
葉
を
は
っ
き
り
、
声
の
大
き
さ
を

整
え
、
ス
ピ
ー
ド
は
速
す
ぎ
ず
、
参
祷
者

が
聞
き
な
が
ら
文
字
を
追
え
る
よ
う
に
、

必
ず
下
読
み
を
し
、
回
数
を
重
ね
、
誦
経

に
入
る
前
の
体
の
準
備
な
ど
を
体
験
し
学

ん
だ
。
短
い
時
間
だ
っ
た
が
、
様
々
な
学

び
が
あ
り
、
所
属
教
会
以
外
で
の
体
験
も

貴
重
な
も
の
と
な
っ
た
。 

宣教会議 東北・北海道 

 

東
北
で
は
10
月
19
日
㈭
、
一
関
正
教

会
で
宣
教
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
連
絡

事
項
を
確
認
し
た
後
、
先
日
開
催
さ
れ

た
聖
歌
研
修
会
、
信
徒
懇
親
会
を
ふ
り

返
り
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
ま
た
誦
経
奉
仕
者
研
修
会
、

宣
教
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
各
種
出
版
物
な
ど

に
つ
い
て
も
討
議
が
行
わ
れ
た
。 

 

北
海
道
で
は
7
月
22
日
㈯
、
23
日
㈰

に
上
武
佐
正
教
会
で
開
催
さ
れ
た
。
新

た
に
ポ
リ
カ
ル
プ
佐
藤
兄
（
斜
里
）
が

宣
教
委
員
に
加
わ
り
、
上
武
佐
教
会
の

モ
イ
セ
イ
長
屋
兄
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
参
加
し
た
。
会
議
で
は
キ
ャ
ン
プ

の
こ
と
、
次
年
度
の
キ
ャ
ン
プ
開
催
地

の
こ
と
、
会
議
の
リ
モ
ー
ト
参
加
や
伝

道
会
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。 

 

11
月
25
日
㈯
午
後
1
時
よ
り
、
第
2

回
宣
教
会
議
が
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催

さ
れ
た
。
す
で
に
実
施
さ
れ
た
会
議
、

キ
ャ
ン
プ
、
研
修
会
の
振
り
返
り
と
、

事
前
配
布
さ
れ
た
各
教
会
活
動
報
告
に

対
す
る
質
疑
が
初
め
に
行
わ
れ
た
後
、

予
定
さ
れ
て
い
る
誦
経
奉
仕
者
研
修

会
、
拡
大
宣
教
会
議
に
つ
い
て
や
来
年

度
の
キ
ャ
ン
プ
だ
ホ
イ
、
継
続
検
討
し

て
い
る
議
題
、
委
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

検
討
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。 

研修会記念写真（金成） 

東北ブロック宣教会議（一関） 

北海道ブロック宣教会議（上武佐） 

リモートによる宣教会議 



人
物
消
息 

ー
敬
称
略
ー 

 

（
２
０
２
3
年
５
月
～
２
０
２
3
年
11
月
） 

 

◆
洗
礼
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
受
洗
日
］ 

函
館 

ア
フ
ァ
ナ
シ
イ
藤
崎
裕
之 

6
月
4
日 

 
 
 

 

シ
メ
オ
ン 
 

山
田
聖
真 

 

8
月
27
日 

 
 
 

 

エ
レ
ナ 
 
 

山
田
聖
奈 

 

8
月
27
日 

盛 
 

 

イ
リ
ナ 

 
 

千
葉
恵
美 

 

5
月
5
日 

 
 
 

 

ク
レ
オ
パ
ト
ラ
千
葉
彩
奈 

 

5
月
5
日 

 
 
 

 

カ
ッ
シ
ア
ン 

千
葉
和
樹 

 

5
月
5
日 

 
 
 
 

フ
ォ
テ
ナ 

 

伊
勢
絢
子 

 

6
月
9
日 

 
 
 

 

マ
ル
ク 

 
 

伊
勢
元
晴 

 

6
月
9
日 

一
関 

 

イ
オ
ア
ン 

 

小
野
寺
胤  

10
月
12
日 

中
新
田 

ナ
デ
ジ
ダ 

 

村
山 

希 
 

11
月
26
日  

 
 

 
 

※
洗
礼
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。  

◆
永
眠
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
永
眠
日
］ 

釧
路 

 
ニ
コ
ラ
イ 

 

田
中
弥
市
朗 

7
月
28
日 

 
 

パ
ウ
エ
ル 

佐
藤
重
平 

 

8
月
6
日  

札
幌 

 

ク
セ
ニ
ヤ 

 

岡
田
淑
子  

5
月
3
日 

 
 
 

 

ニ
コ
ラ
イ 

 
前
田
俊
一  

5
月
19
日 

 
 
 

 

ア
キ
リ
ナ 

 
窪
田
セ
イ  

5
月
23
日 

 
 
 

 

ナ
タ
リ
ヤ 

 

酒
井
修
子 

9
月
9
日

 
  

ニ
ー
ナ 

 
 

三
浦
ニ
ー
ナ 

10
月
10
日 

 
 

フ
ェ
オ
ド
ル 

久
下 

尚 
 

11
月
12
日  

上
磯 

 

ワ
ッ
サ 

 
 

矢
口
紀
美
子 
11
月
2
日 

函
館 

 

ア
ン
ド
レ
イ 

梅
津
彰
男 

2
月
18
日 

 
 
 
 

ジ
ノ
ヴ
ィ
ア 

成
田
道
子 

 

2
月
21
日

北
鹿 

 

オ
リ
ガ 

 
 

藤
原
孝
子 

 

7
月
15
日 

岩
谷
堂 

テ
ク
サ 

 
 

小
沢
登
志
子 

8
月
4
日 

十
文
字 

エ
ウ
ゲ
ニ
ヤ 

菅
原
ゑ
し
子 

7
月
23
日 

石
巻 

 

イ
リ
ナ 

 
 

遠
藤
和
子 

 

5
月
3
日 

 
 
 
 

グ
リ
ゴ
リ
イ 

櫻
井
久
一 

 

7
月
25
日 

 
 
 
 

イ
ヤ
コ
フ 

 

沖
津
哲
郎 

 

8
月
19
日 

涌
谷 

 

ロ
マ
ン 

 

木
村 

恭 
 

11
月
2
日 

仙
台 

 

ア
キ
ラ 

 
 

八
文
字
惣
一 

6
月
13
日 

 
 
 
 

フ
ィ
ワ 

 
 

加
川
敬
子 

 

10
月
5
日 

中
新
田 

レ
オ 

 
 
 

佐
藤
邦
夫 

 

8
月
22
日 

 
 
 
 

マ
ル
フ
ァ 

 

工
藤
ま
さ
み 

10
月
21
日 

白
河 

 

イ
ラ
リ
オ
ン 

渋
木
誠
一
郎 

7
月
19
日 

 

※
永
遠
の
記
憶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

  

◆
婚
配
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
婚
配
日
］ 

盛 
 
 

マ
キ
シ
ム 

伊
勢
正
篤 

6
月
10
日 

 
 
 
 

フ
ォ
テ
ナ 

伊
勢
絢
子 

 
 

         

※
婚
配
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
幾
歳
も
！ 

－ 宣教献金のお願い － 
 
＋主の御名によりてご平安をお祈りいたします。 

 皆様方のご理解とご協力を賜り、昨年度は 356 件、1,848,000 円の宣教献金が寄せられ

ました。ここに改めて御礼申し上げます。しかしながら、宣教献金の総額は目標額を下回

り、年々減少の傾向の道をたどっています。宣教献金は、教区の活動を支える貴重な資金で

す。この数年間はコロナ禍の影響で思うような活動ができませんでしたが、今は少しずつ教

区活動を復活させています。ぜひとも今後の教区活動の活発化のためにご理解とご協力くだ

さいますよう、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。  
 

  ■２０２３年度宣教献金目標額 ２００万円  

  ■献金額 1 口 ３,０００円（1 口以上を目安にお願いいたします）  

  ■献金方法 振替 02200-2-30428「東日本主教々区宗務局」  

          ※ただし現金での振込の場合、別途手数料が発生するようになりましたのでご注意下さい。  

  ■期 間 ２０２３年１２月７日 ～ ２０２４年５月３１日  


